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哀 辞

故 山 岡 亮 一 名 誉 教 授 遺 影 お よ び 略 歴

い わ ゆ る 「コ ン ツ ニ ル ン 」 考 … … ・… … … ・・… … … … ・一 … ・… ・… 下 谷 政 弘

G・ マ リ ー ン ズ の 外 国 為 替 論(2)… … ・… … ・・… ・….・… ・… … ・・… 本 山 美 彦

マ レ ー シ ア の 原 木 資 源 と輸 出 代 替 化 戦 略 の 問 題 点 ・.…..…・…..・… 中 島 健

ア メ リ カ鉄 鋼 資 本 の 多 角 的 事 業 展 開 と

日 米 合 弁 企 業 の 位 置 づ け(3)… … ・… … ・… … … ・… 一 ・… … ・… ・石 川 康 宏

短 期 調 整 過 程 の 二 類 型(2)… … … ・… ・・… … … … … ・.…… ・… … … 森 岡 真 史

利 益 処 分 会 計 と 剰 余 金 処 分 会 計 … ・・… ・… … ・… … ・一 ・.…… … ・・… 藤 井 深

多 属 性 効 用 分 析 の 集 団 意 志 決 定 へ の 拡 張 ・… ・・… ・… ・・… ・・… … … ・朴 時

ケ イ ン ズ 。利 潤 ・貨 幣 ・… ・… … ・… … …'''"・ … … … … ・・… ・… … … 服 部 茂 幸

外 部 効 果 と 保 護 政 策 下 の 国 民 経 済 の 形 成 … … … ・・… … ・… … … … 松 尾 昌 宏

1930年 代 朝 鮮 に お け る 総 督 府 の 農 村 統 制 … ・… ・・・・・・・・・・… … … ・… 朴 ソ プ

追 憶 文

山 岡 亮 一 先 生 を 偲 ぶ ・・… … … … … … ・・… ・・… … ・… … ・・… … ・・… ・… 関 順 也

山 岡 亮 一 先 生 を 偲 ん で … … … … ・・・・… … … ・… … ・….・一 ・… … ・・… 中 野 一一 新
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哀 辞

本 学名 誉教授 山岡亮一先生は 去 る平成3年9月2ユErに 逝去 さ

れ ま した ここに謹ん で哀悼 の意 を表 します

先 生は 昭和9年 京都帝国大学経済学部 をご卒業 にな り 同学部

講師 助教授 を経 て 昭和24年 教授 に就任 され ま した その後昭和

47年 の こ退官 まで 農業経済論 等の講義お よび演習や研究会 を通 じ

て 多 くの学生 大学院生 の指導 に尽 力 され ま した また先 生は昭

和37年 お よび43年 の二 度 にわた って経済学韻 甕i:としての重責 を担 わ

れたほか 昭和39年 には学生部長 としての要職 に も就 かれ 大学 行

政 の面 で も多大 の貢献 をなさいま した

本学 ご退官直前 の昭和46年 には 請 われ て高知大学学長 に就任 さ

れ その後10年 間 同大学 の教育 と研 究の発農のために 全 力を投

入なさい ま した

先生 のご研究 は 農業経済学 の研究に新境地 を拓いた主著 「農業

経済理論 の研究」 を始 め として 多 くの著述 に:結実 しま した また

先生 の鋭い現実感覚は 山岡研究室で集団的 に取 り組 んできた幾多

の農村実態 調査 の報告書のなか に いまなお生,き「::います

先 生は 経済学部 ご在職 中に 数 々の貴重 な論文 を本誌 にお寄せ

いただ くな ど 本学会 のために もひとかたな らぬお力添 えを賜 りま

した ここに謝意 を表す る とともに 先生 のご冥福 を心か らお祈 り

申 しあげ ます

平成3年12月

京都大学経済学会


